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粘 性 土 の 強 度 増 加 率 は 、 圧 密 非 排 水 試 験 ( C D ) 試 験  

に よ り 求 め ら れ る 。 こ の 試 験 は 、 粘 性 土 地 盤 か ら サ ン  

プ リ ン グ し た 試 料 を 圧 密 後 、 間 隙 水 の 排 水 が 生 じ な い  

速 さ で せ ん 断 （ 急 速 せ ん 断 ） す る 試 験 で あ る 。 こ の 時  

間 隙 水 圧 の 測 定 は 必 須 で は 無 く 間 隙 水 圧 を 測 定 す る 場  

合 は 、 ( C D ) 試 験 と 表 す 。 強 度 増 加 率 は 、 非 排 水 せ ん 断

強 度 C c u と 圧 密 圧 力 P の 関 係 か ら C c u / P に 算 定 さ れ  

強 度 増 加 率 ｍ が 求 め ら れ る 。 工 学 的 利 用 は 、 地 盤 が 完

全 に 圧 密 さ れ た 後 、 応 力 の 変 化 を 受 け る 地 盤 の 安 定 検

討 ・ 支 持 力 検 討 に 利 用 さ れ る 。 留 意 点 は 、 サ ン プ リ ン

グ 時 に 応 力 解 放 の 影 響 を 受 け た 供 試 体 は 、 算 定 さ れ る

強 度 増 加 率 の 信 頼 性 が 低 い こ と で あ る 。 ま た 、 室 内 試

験 と 実 際 の 現 場 で は 、 せ ん 断 モ ー ド 、 圧 密 圧 力 、 せ ん

断 力 が 異 な る 場 合 が あ る た め 算 定 さ れ た 強 度 増 加 率 を  

安 定 検 討 に そ の ま ま 使 用 す る と 危 険 側 に な る 可 能 性 が

あ る こ と に 留 意 し な け れ ば な ら な い 、 ま た 、 圧 密 非 排

水 せ ん 断 試 験 は 、粘 性 土 を 対 象 と し た 試 験 で あ る た め 、 

サ ン プ リ ン グ す る 地 盤 が 砂 質 地 盤 で あ る 場 合 は 、 圧 密

排 水 試 験 ( C D ) 試 験 が 適 正 で あ る こ と に 留 意 す る 。  

 

 

  以 上  


